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「夢」の裏付け

　１９６４年（昭 39）10 月 10 日、東京五輪が開幕した。
　当時小学校５年生であった。開幕日が近づくと、父親があたふたと商店街の、
質屋の店先で西日に晒（さら）されていたモノクロ（白黒）テレビを買ってきた。
　60 年にはカラーテレビ放送が開始、普及し始めていたから、シャープ製 14
㌅の、か細い４本足に支えられたそれはいかにも旧式で、ウサギの耳のような
アルミ製室内アンテナは軽薄で、画面は気まぐれに歪んでその度に茶の間は動

揺した。わが家にテレビがやってきたのは町内でもしんがりで、裕福な一部家
庭はカラーで、五輪を観戦したはずである。
　大会終了後、小学生たちはこぞって街場の映画館へ引率された。社会見学と
いう名目で映画「東京オリンピック」を観るためだった。
　小学校５年生で確たる記憶があるわけではないが、のっけの、巨大な「太陽」
のアップシーンには度肝を抜かれた。その「太陽」は工事現場の鉄球と重なり、
さらに古ビルを破壊してゆく。五輪を契機に新しい東京、日本再建を意図した
とは大人になってからの知識で、その頃はただあんぐり口を開けて眺めていた。
　この映画の総監督は市川崑であった。当初は黒沢明が担う予定だったが折り
合わず、今井正、今村昌平、新藤兼人らがノミネートされるも最後は市川崑が
引き取った。
　聖火リレーは、沖縄の「ひめゆりの塔」から広島の「原爆ドーム」を俯瞰（ふ
かん）し、そのドームの、破壊された壁に巣くった２羽の鳩がランナーを見お
ろすシーンでこの映画が単なるスポーツ記録映画ではないことを明確に物語
る。
　「太陽の光はあらゆる生き物の生命の源というか、人間にとって一番の光で
すし、平和と平等のシンボルです」と市川崑は、生前のインタビューで語って
いる。
　完成披露試写会後、当時の五輪担当大臣・河野一郎が「記録性を無視したひ
どい映画」と酷評し、文部大臣・愛知揆一も同調、修整を求めたのは有名な話で、
これに対し女優の高峰秀子らが反論、その平和メッセージ性を巡って論議を巻
き起こした。
　ただ映画が封切られると 12 億円超の配給収入を稼ぎ、観客は一般 750 万人、
学校動員 1600 万人（そのうちの一人が私であったわけだが）の 2350 万人を記
録した。
　映画の締めくくりもまた太陽がフォーカスされる。字幕スーパーが流れる。
　「夜、聖火は太陽に帰った。人類は４年ごとに夢を見る。この創られた平和
を夢で終わらせていいのであろうか？」
　膨大な数の望遠レンズを投入。選手の一挙手一投足を追い、その内面にこだ
わったこの作品は「平和と友情」を描く壮大な抒情詩、無類の五輪映画となった。
　その「夢」は来年、実現されるのであろうか。パンデミックの最中。人類の
「平和」、日常が担保されていれば、の話である。
　

（2020 年 9月 23 日更新）

★スポーツ、芸能情報は日刊スポーツで。ご購読申し込みはお近くの朝日新聞販売店、
　もしくは日刊スポーツ販売局フリーダイヤル　０１２０－８１－４３５６まで
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※当紙面に掲載している内容は券面記載内容の一部です。詳しくは券面をご覧ください。

【ご愛読者プレゼント応募方法】
はがき、FAX、ホームページまたはメールにて受け付けています。住所・氏
名・電話番号、および希望プレゼントを漏れなく記入して下さい。希望者
多数の場合は抽選となりますので、外れた場合の第二希望がありました
らそちらも併せてご記入下さい。直接メールされる方は、お手数ですがメー
ルタイトルを「プレゼント申し込み」とご記入下さい（無題ですと、迷惑メー
ルと判別して削除される事があります）。

①応募者多数の場合は抽選となります。
②発送を以って当選発表とさせていただきます。
③応募は、一世帯一回までです。複数応募された場合、
　 有効は一通のみとなります。

当選後の枚数追加や〆切日を過ぎた応募には、
チケット手配の都合上対応できかねますのであらかじめご了承ください。

応募〆切︓今月10日必着　宛先︓当誌４ページに記載
【個人情報の取り扱いについて】お預かりした個人情報は、当キャンペーンに利用するほか、当ＡＳＡを含む、朝日新聞グループ(当ＡＳＡ、および
朝日新聞社、朝日新聞社のグループ企業)において、以下の利用目的で共同利用します。共同利用についての公表事項および共同利用者の範囲に
含まれるグループ企業の一覧は、以下の個人情報保護方針の記載をご覧ください。（1）商品・サービスの配送、提供　（2）商品・サービス・催し物の
案内　（3）既存の商品・サービスの改善や、新しい商品・サービスの開発などのための調査　（4）提携企業等から提供された商品・サービス・催し
物の案内およびプレゼントやアンケート類の送付　なお、配送や各種案内、調査には、電子メール、アプリ等の通知機能、電話回線、郵便物、メー
ル便を含む宅配便、係員による訪問など、お客様に直接間接に接触する手段を用います。○当ＡＳＡはお客様の個人情報を、法令および個人情
報保護方針（http://www.all-asa.jp/kojin_info.htm）にしたがって安全かつ適切に取り扱います。

各時間の入場人数に制限があります。
事前予約はできません。
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お手元までＡＳＡ（朝日新聞販売所）がお届けします。お申込みはＡＳＡスタッフへ直接、またはお電話でどうぞ。

～　古紙回収サービスのお知らせ　～

12時までのご連絡は当日回収行います。
バイクでの回収の為、 必ず紐で結わえて下さい。
ご協力お願いします。

①新聞　／折込チラシも同梱 OK。 本は同梱 NG。
②ダンボール　／60㎝ ×80㎝以内（道路交通法により）
③雑誌　／紐で十字に縛ってください。

3種類に分けて結わえてください。 
☑ビニール袋など混同しないでください。
☑カタログのビニール梱包は取り除いてください。
☑トイレットペーパー等の再生紙製品との交換は行っておりませ
ん。 悪しからずご了承下さい。 
☑自治会等の回収と混同しない為に受付後の回収になります。
☑オートロックマンションの方はその旨お知らせください。
☑バイクでの回収の為、 天候のご配慮お願いします。


